





































































































































































































































































































































































































































































































































No. 対象の題材・作品 作 者 年 代 所 在 事例数
１ 「風神雷神図屏風」 俵屋宗達 江戸時代 建仁寺（京都国立博物館） ９






４ 「富嶽三十六景 凱風快晴」 葛飾北斎 江戸時代 ３
５ 「紅白梅図」 尾形光琳 江戸時代 MOA美術館 ３
６ 「四季山水図」 雪舟 室町時代 東京国立博物館 ３
７ 「北斎漫画」 葛飾北斎 江戸時代 ３
８ 「略画早指南」 葛飾北斎 江戸時代 ２
９ 「富嶽三十六景 尾州不二見原」 葛飾北斎 江戸時代 ２
10「伴大納言絵詞」 常盤光長 平安時代 出光美術館 ２
11「富嶽三十六景 新柳橋の白雨」 葛飾北斎 江戸時代 １
12「富嶽三十六景 甲州三島越」 葛飾北斎 江戸時代 １
13「富嶽三十六景 寄する浪引く浪」 葛飾北斎 江戸時代 １
14「秋冬山水図」 雪舟 室町時代 東京国立博物館 １
15「破墨山水図」 雪舟 室町時代 東京国立博物館 １
16「天橋立図」 雪舟 室町時代 京都国立博物館 １
17「慧可断臂図」 雪舟 室町時代 斉年寺（京都国立博物館） １
18「燕子花図」 尾形光琳 江戸時代 東京都 根津美術館 １
19「源氏物語絵巻」 伝隆能 平安時代 名古屋市 徳川美術館 １
20「枯木鳴鵙図」 宮本武蔵 江戸時代 和泉市久保惣記念館 １
21「瓢鮎図」 如拙 室町時代 退蔵院（京都国立博物館） １
22「松林図屏風」 長谷川等伯 桃山時代 東京国立博物館 １
23「北野天神縁起絵巻物」 未詳 鎌倉時代 京都北野天満宮 １
24「五位鷺図」 単庵智伝 16世紀初め 東京国立博物館 １
25「石山寺縁起絵巻」 未詳 鎌倉時代 石山寺 １
26「二世大谷鬼次の奴江戸兵衛」 東洲斎写楽 江戸時代 １
27「東海道五十三次 蒲原」 歌川広重 江戸時代 １
28「見返り美人画」 菱川師宣 江戸時代 東京国立博物館 １
29「源頼朝像」 未詳（藤原隆信） 鎌倉時代 神護寺 １
30 金剛力士像 運慶・快慶 鎌倉時代 東大寺 １



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































教育資料 2月号 No.345』1977年 pp.62-83
13）樋口敏生「図画工作」『初等教育資料 臨時増
刊 7月号 No.357』1977年 p.164
14）西野範夫「図画工作科の改善の基本的な考え方
とその内容」『初等教育資料 6月号 No.533』
1989年 p.57
15）同上
16）平成10年 6月30日 中央教育審議会答申
「新しい時代を拓く心を育てるために」－次世代
を育てる心を失う危機－第4章 心を育てる場と
して学校を見直そう
（2）小学校以降の学校教育の役割を見直そう
ⅰ）我が国の文化と伝統の価値について理解を深
め，未来を拓く心を育てよう
（a）我が国や郷土の文化・伝統の価値に目を開
かせよう
我が国が活力ある文化国家として発展してい
くためには，国民一人一人が，国や郷土の伝統・
文化に対する理解と愛情，またそれらを尊重す
る心を持つことが大切である。21世紀におい
て，国際化が進む中で，日本人としての自覚を
もって主体的に生き，未来を拓いていく上でも，
自らのよって立つ国や郷土の伝統・文化の価値
を子どもたちが深く理解することは極めて重要
である。また，物質的には豊かになった今日，
人々自身も，心の豊かさをむしろ希求するよう
になっており，国や郷土の伝統・文化を継承し
発展させようとする機運が社会の中で確実に高
まってきている。
このため，学校において，国や郷土の伝統・
文化や歴史に対する理解を深め，尊重し，さら
に継承・発展させる態度の育成を図るという視
点に立って，各教科や道徳，特別活動での取組
を進めていくことが必要である。
学校での指導方法については，国や郷土の遺
跡や文化遺産，伝統工芸や芸能などに直接触れ，
親しむような体験学習を積極的に取り入れるべ
きである。その際，学校だけですべての教育を
担おうとするのでなく，こうした分野に造詣の
深い地域の人材の協力を得るなど，地域の教育
力を大いに活用すべきである。
なお，教員自身が我が国や郷土の伝統・文化に
対する理解と愛情を持っていなければ，それらを
子どもたちにはぐくむことはできない。教員が，
我が国や郷土の伝統・文化に親しむ学習に積極的
鑑賞の授業をつくる（１）
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に参加できるよう，研修の機会等で配慮すること
が必要である。
17）「教育美術」教育美術振興会「美育文化」美育
文化協会
18）平成16年10月13日，富山県中学校教育研究会
美術部会の研究大会で実施した。当時，富山県中
学校教育研究会美術部会では，3年計画で鑑賞の
授業実践の研究を行っていた。実施校は，黒部市
立高志野中学校の2年生の生徒であった。
19）高橋克彦「江戸の人々と浮世絵」光村図書出版，
2005年，pp250-259
20）大久保純一「広重と浮世絵風景画」東京大学出
版会，2007年，p159
21）本時で用いた安藤広重の複製作品は，現在，本
大学芸術文化学部の教授後藤敏伸氏の所蔵のもの
を借用したものである
22）ルノワール作の「扇を持つ女」は，喜多川歌麿
作「高島おひさ」から，ドガ作の「舞台の袖の踊
り子たち」は，広重作「『名所江戸百景』鎧の渡
し小網町」から，ロートレック作の「アンバサドゥー
ルのアリステイド＝ブリュアン」は，歌川豊国作
「三世市川高麗蔵の佐々木巌流」からの影響を受
けていると見られる。
23）辻惟雄「日本美術の歴史」東京大学出版会，
2005年
24）拙稿 前出2）
25）田中日佐夫「日本美術の演出者」駸々堂出版，
1981年，源豊宗「日本美術の流れ」思索社，
1976年，角川書店編「図説 日本美術」角川書
店，1965年 等
26）本論文は，本年度富山大学教育学研究科美術教
育専修に在籍する大学院生二人と隅の共同研究の
形を取り執筆をとった。谷川瞳は，学部在学中か
ら，「日本美術」の鑑賞の授業に関心を抱き，研
究を行い卒業論文で「図画工作科における『日本
美術』の扱いについての一考察」を提出している。
本波葉子は，20年間公立中学校において美術教
師を務めており，本年度本教育学研究科に現職で
派遣されているところである。氏が平成16年度
に勤務していた学校で行った中学校教育研究会で
の提案授業が，安藤広重の浮世絵を扱った鑑賞の
授業であったことから，その際の指導案及び生徒
の提出した感想文及び授業記録のビデオテープ等
を起こすことで，資料を整えることができたこと
は幸いであった。
（2010年5月20日受付）
（2010年7月14日受理）
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